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一　はじめに―学びの実態と今日的な実践課題―
　改正教育基本法・学校教育法を受けた新学習指導要
領では，学力の3要素（習得・活用・探究，主体的学習
意欲と習慣化等）等とともに「伝統と文化の尊重」が
示された。国語科では〔伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項〕が新設，小学校から中学・高校へと
「伝統的な言語文化」（古文・漢文，諺・慣用句・故事
成語等）を系統的に指導・評価することとなった。
　一方，学校現場では文法偏重指導や訓詁注釈型・原
典読解志向の指導，学習者主体の活動型指導等が見受
けられる。その結果，「伝統的な言語文化」理解につな
がる古典の魅力や楽しさに気づけない子どもや，苦手
意識をもつ子どもを増やしている（注１）。

二　何のための「伝統的な言語文化」指導か？
１．言語力とともに主体性，批評的な精神の育成
　国語科の役割は，言語力育成とともに文化や民族・
歴史の意味等を学ぶことである。それは，言語がコ
ミュニケーションの方法や思考・発想形式（型）＝ア
イデンティティそのものであり，国や民族固有の伝統
や文化・歴史という厚みを持っているためである。
　「伝統的な言語文化」の教育は，国際化が進む複雑な
情報社会を生きる子ども達に現代と未来を「生き抜く
ための学力」と，日本文化・日本語の位置と構造，そ
れらをどう解釈し自己の生き方・判断力に生かすかと
いう主体的・批評的な精神を鍛えることである。
　子ども達が伝統的な言語文化に「親しみ」を持ち，
日本人・日本文化の特質や思考・発想形式，現代に今
も生き続ける美意識や情緒，価値観等の意義を楽しく
系統的に指導できる授業開発が必要である（注２）。

　本稿は，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項〕の授業・評価研究を，古典で育てる学力，日本語
の特色や位置と構造，日本文化・日本人としてのアイ
デンティティや思考・発想形式等を見直し現代に活か
す等の観点から，国語科古典授業モデルを提案する。
特に「生きる力」・主体的課題解決能力につながる「思
考力・判断力・表現力等」（活用力）の育成という重要
実践課題からの検討と提案等を中心に論じていく。
２．「伝統的な言語文化」授業開発のポイント
　―「伝統的な言語文化」を生かす言語技術―（詳細は省略）
（1）「到達目標」（身につけさせる言語力）の明確化
　…「習得」から「活用」への段階的な学習過程を。
（2）「音読・暗唱」の重視（範読・斉読・一斉読み等）
　…音声・リズムによる思考・発想の型の学習に。
（3）「現代語訳」の積極的な紹介と活用
　…古典の真の魅力や楽しさ，おもしろさの発見に。
（4）省略された「背景・価値観等」の選択と指導
　…日本人・日本文化理解から自己の生きる課題へ。
（5）テキスト形式の特質を生かした言語技術の応用
　…正確な内容理解から「自分の考え」をもたせる。
３.「習得・活用（探究）」までの段階的な学習過程
　―生徒達全員に「言語力」と「主体的・批評的精神」�
　　 （生き方・判断力）を育むために―
　「習得（基礎・基本の学力）」から「活用（探究）」へ
の段階的な学習過程論は，生徒・教師に「評価観」（到
達目標）が明確になる系統的な指導構想の基礎である。
「習得」の段階では他の記録・小説教材にも一般化可
能な古文の読み方（読み解き批評する観点）の学習か
ら国語科固有の「言語力」を身につけさせる。「活用」
段階では読書報告文を論理的にまとめ，それらを伝え
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深め合う学習から「自分の考え・解釈」を交流・評価
する「言語力」を身につけさせる。生徒の発見や気づ
き・課題追究といった主体性を生かし，自己の生き方・
判断力等も見つめ直す（考え深める）という主体的・
批評的精神も鍛えられる（詳細は「資料１」）。

三�　「伝統的な言語文化」（古文）教材を生かす
主な視点―『平家物語』「扇の的」を例に―

１．『平家物語』がもつ魅力や文化的価値
　『平家物語』は貴族から武士の時代への転換点が史実
と虚構を織り交ぜ描かれている。新しい価値観に翻弄
され死に向き合わざるを得ない平家と，厳しく追い詰
める新興勢力としての源氏が極限状態の中で生の輝き
を発揮するところにこの作品の魅力や価値がある。
　授業化にあたっては，「滅びゆくものの美しさ」の発
見を，死と向き合う『平家物語』群像の描写から，「時
代の価値観や流れを正しく判断できずに翻弄され生き
る人間の運命」「時代を超えてある日本人の感性や情
緒」等の観点から生かすことが重要である。これらは，
欧米型の文化的価値観・感性からは見出しがたい日本
人の豊かな思想・発想や美意識の一つでもある。
２．テキスト形式（表現形式）の特質を生かす
　国語科教材を多様な「テキスト形式（表現形式）」の
特質から生かすという新たな発想からの授業開発が必
要である（注２）。『平家物語』は「記録・伝記・ノン
フィクション」と「物語・小説」のテキスト形式の応
用型として捉え，記録や小説の「読み方」（言語技術）
を楽しく教えながら「自分の観点から考えを持たせる」
学習が効果的である。豊かな読書活動や実生活に生き
て働く「言語力」を育ませるとともに，日本人として
の自己の「生き方・判断力」も鍛えられる（注３）。
３．到達目標からみた教材の生かし方（詳細は「五」）
　―『平家物語』（記録・小説）における言語技術―
（1）省略された「当時の常識・時代背景等」の理解
　…当時の常識的な価値観・美意識・身分制社会等。
（2）「状況設定」を確かめる
　…登場人物の名前や人数・時代・季節・舞台等。
（3）「場面構成」（物語・小説の基本構成）の理解
　…「状況設定・出来事の発端・展開・発展・結末」
（4）「中心人物」の変化，行動の意味と解釈の理解
　…人物像の変化，行動の意味から何を考えるか。
（5）「対比的人物」の役割・効果の理解
　…中心人物以外の人物の役割や魅力を楽しく解釈。
（6）「個性的な表現・イメージ」の読み方の理解
　…人物描写・自然描写，象徴的な優れた表現の解釈。
（7）自分の関心等から「自分の考え・解釈」をもつ
　…現代の立場から見て，違いや共通性への意見等。

四　実践の概要
１．児童生徒の実態―何が課題か？―

（1）読み解き批評する方法・技術
　「どの部分に注目して読めばいいのか？」「何につい
て読み取り，どのように表現すればいいのか？」等，
「自分の考え・解釈」をもつための読み方（言語技術）
が十分身についていない生徒が多い。
（2）日本人の生活・文化に息づく古典の魅力
　多くの古典は親しみやすい昔話・民話・伝承等とし
て絵本やアニメ等に形を変え，今も生徒達の身近に生
きている。だが，誤った理解・解釈や「言葉が難しい」
「何がおもしろい？」「どうして古文を読む（学ぶ）必
要がある？」等，苦手意識を抱く生徒が少なくない。
（3）「自分の考え・解釈」と評価観
　「感想はあるけど，考えたことは特にない」「まとめ
方がわからない」等と戸惑う生徒の姿が見られる。交
流・学び合いの場面でも相手の立場や背景を理解した
り，論理的な説明力や個性的な着眼点，資料の効果的
な活用等に考慮した意見交流はあまり見られない。
２．学習目標
（1�）古文特有の知識（古典語の特徴や日本人のものの
見方・考え方）を楽しく理解できる。【習得１】

（2�）古文の状況設定，人物設定やエピソードの内容を
「正確に・豊かに」読み取れる。【習得２】

（3�）古文を自分の立場等から再構成し，「読書レポー
ト」を論理的に書くことができる。【活用１】

（4�）「読書レポート」の内容を発信・交流することで，
「自分の生き方・考え方」を深めたり新たな読書意欲
を高めたりすることができる。【活用２】

３．評価基準のポイント
（1�）古典クイズや年表・イラスト等を通して，古文を
正確に理解するために必要な古文特有の知識（時代
の常識的な価値観）を理解できる。

（2�）古文も現代文の読み方が活かせることを理解し，
場面構成・状況設定・人物設定やエピソードの内容
を「正確に・豊かに」読み解くことができる。

（3�）習得したことをもとに，自分の立場や関心等から
観点を選択，「自分の考え・解釈」を読書報告文に書
ける。「はじめ・なか・まとめ・むすび」の論理的な
構成の型で書くことができる。

（4�）読書報告文の発信・交流学習を通して，普遍的な
価値観や日本文化の魅力の再発見，日本人としての
「自己の生き方・考え方」を深めたり，他の古典を読
んだりしようとすることができる。

４．学習指導計画（８時間完了）（「資料１」参照）

五　実践「扇の的」―古文の｢習得｣から｢活用｣へ―
１．導入・基礎学習【習得型学習１】（１時間）
　―古文の魅力や楽しさ，学び方を確かめる学習―
　「古文はむずかしい」「わかりにくい」と考える生徒
達に学習意欲（伝統文化への親しみ）を持たせる。古
典語のもつ独特の意味や時代の常識的価値観，「竹取
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物語」の読み方等をクイズ形式で楽しく理解させた。
クイズは初級編・上級編に分け，レベルを上げるよう
に工夫。（学習シート①，資料２）。次に，あらかじめ
場面分けした本文を配布，原文を教師が範読。その後，
学習シート②（略）に「面白かったこと」「疑問に思っ
たこと」等の感想を書かせた（生徒の感想は省略）。
２．基本学習【習得型学習２】（３時間）
　―観点を知り，「記録・小説」を楽しく読む学習―
　基本学習では，古典も現代文の読み方を応用できる
という立場から「正確に／豊かに」読み解いていった。
（1）時代背景・日本人の思考・発想の理解
　学習シート③（資料３）では，作品が描かれた時代背
景や作品全体を貫くテーマとあらすじ，時代の常識的
価値観等の理解。時代背景は平安末期から鎌倉中期ま
でを「年表形式」にまとめ，一目で理解できるよう作
成。生徒達は，「源平の合戦」が舞台であること，「扇
の的」は平家滅亡の寸前を描いた場面であること，勝
者である源氏の側から描かれたこと等を理解した。
　また，作品全体と「扇の的」との関係がわかるよう，
『平家物語』のあらすじとテーマを理解させた。琵琶
法師によって伝承された物語であること，日本人らし
いものの見方・考え方（無常観の成立）等，作品成立
前後の常識的価値観も理解。時代背景や常識的価値観
を理解することは，現代にも生きる日本人の豊かな思
想・美意識の原点，「死」と向き合わざるを得ない緊迫

した状況，主従関係の厳しさ等を理解するためにも必
要な知識であり，古典学習の重要な観点である。
　生徒からは「平家物語がこんなにすごいものだとは
思ってなかった（日本人の考え方の基本になった等）」
「日本人独特の精神や美意識がよくわかった（日本人と
欧米人の考え方の違い等）」「時代背景がわかったので，
より詳しく話の内容を理解できた」等が出された。
（2）場面構成・あらすじの理解
　学習シート④（資料４）では，「扇の的」のあらす
じと文章構成の理解。本文中のキーワードを見つけ出
し，小説（・物語）の基本的な場面構成（状況設定・
出来事の発端・展開・発展・結末）がわかるよう作成。
（3）記録・小説の基本的な「読み方」の理解
　正確に楽しく読むための観点を知るために学習シー
ト⑤⑥を作成。記録や小説の基本的な読み方として，
「状況設定，場面構成，人物像の設定と変化・役割，表
現（描写）の方法と効果」等を到達目標とした。
①「状況設定」の理解
　学習シート⑤（資料５）では，「扇の的」の「状況設
定」と「中心人物の設定と変化（行動の意味と立場）」
を読み取らせた。日時・季節舞台・主な登場人物・陣
の位置関係・海の状態・扇までの距離等をクイズ形式
にしたりキーワード化したりして楽しく理解させた。
②「中心人物」の変化，行動の意味と解釈の理解
　中心人物である那須与一の設定と変化（行動の意

資料１　学習指導計画―「習得・活用（探究）」への学習過程（学習モデル）と身につけさせるべき「言語力」―
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を
正
確
に
理
解
さ
せ
る
。

６�　「
与
一
」
の
出
自
や
年
齢
・
身
分
・
立
場
等
を
読
み
取
ら
せ
る
。

�
→
資
料
シ
ー
ト

�
→
学
習
シ
ー
ト
５

７�　「
義
経
」「
年
五
十
ば
か
り
な
る
男
」「
平
家
・
源
氏
の
武
将
達
」

の
役
割
と
効
果
を
読
み
取
ら
せ
る
。

８�　
放
た
れ
た
矢
と
射
ら
れ
た
扇
の
動
き
と
、「
扇
」
に
込
め
ら
れ

た
象
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
ら
せ
る
。

�
→
学
習
シ
ー
ト
６

活用型学習１（発展的学習）
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１�　
論
理
的
な
「
読
書
レ
ポ
ー
ト
」
の
書
き
方
（
ま
と
め
方
）

を
理
解
す
る
。

（
1）　
�論
理
的
な
文
章
構
成
の
「
型
」
を
理
解
す
る
。

（
2）　
�自
分
の
立
場
・
関
心
等
か
ら
「
自
分
の
考
え
・
解
釈
」

を
も
つ
た
め
の
観
点
を
理
解
す
る

（
3）　
�構
成
メ
モ
に
「
自
分
の
考
え
・
解
釈
」
を
書
く
。

２�　『
平
家
物
語
』（「
扇
の
的
」）に

つ
い
て
の
論
理
的
な「
読

書
レ
ポ
ー
ト
」
を
ま
と
め
る
。

１�　
教
師
の
モ
デ
ル
原
稿
を
読
み
聞
か
せ
て
、
学
習
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
さ
せ
る
。

（
1）　
�「は
じ
め
・
な
か
・
ま
と
め
・
む
す
び
」
の
4段
階
の
論
理
的

な
文
章
構
成
と
そ
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
。

（
2）　
�自
分
の
好
き
な
（
印
象
的
な
）「
場
面
・
人
物
・
表
現
」
の

中
か
ら
観
点
を
決
め
さ
せ
る
。

（
3）　
�「習
得
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
情
報
の
選
択
・

再
構
成
さ
せ
る
。
�

→
学
習
シ
ー
ト
７

２�　
構
成
メ
モ
を
も
と
に
し
て
、「
自
分
の
考
え
・
解
釈
」
を
論
理

的
に
ま
と
め
さ
せ
る
。
�

 →
学
習
シ
ー
ト
８

活用型学習２（交流）

78
１　
原
稿
を
も
と
に
し
て
、
発
表
会
を
す
る
。

２�　
友
達
の
発
表
に
対
し
て
意
見
を
持
ち
、
互
い
の
意
見
を

交
流
す
る
。（
相
違
点
、
表
現
力
と
説
得
力
、
根
拠
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
生
活
経
験
と
の
つ
な
が
り
等
）

１�　
グ
ル
ー
プ
（
4人
1グ
ル
ー
プ
）
で
交
流
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
感
想
・
意
見
、
質
問
・
疑
問
等
を
い
わ
せ
る
。

２�　
学
級
全
体
で
（
3人
程
度
）
交
流
さ
せ
て
、
感
想
・
意
見
や
質

問
・
疑
問
等
を
い
わ
せ
る
。

�
→
学
習
シ
ー
ト
９

評価・一般化

8
１�　
学
習
全
体
を
通
し
て
「
わ
か
っ
た
こ
と
」
や
「
考
え
た

こ
と
」
を
振
り
返
る
。

２�　
学
級
全
体
で
発
表
し
、
他
教
科
や
実
生
活
等
へ
つ
な
が

る
「
新
た
な
学
び
の
視
点
」
を
獲
得
す
る
。

・
�評
価
の
観
点
に
従
っ
て
、
自
己
評
価
さ
せ
て
学
習
し
た
こ
と
を

一
般
化
さ
せ
る
。

・
学
習
の
振
り
返
り
か
ら
探
究
型
学
習
へ
の
発
展
を
意
識
さ
せ
る
。

 �
→
振
り
返
り
シ
ー
ト
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資料２　学習シート①　古典の魅力や読む楽しさ，学び方に気づかせる学習シート

資料３　学習シート③　時代背景・その時代の常識的な価値観等を理解するための学習シート（シート１枚は省略）
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資料４　学習シート④　場面構成とあらすじを読み取る学習シート

資料５　学習シート⑤　「状況設定」と「中心人物」（与一）の変化・行動の意味を読み取る学習シート
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資料６　学習シート⑥　「対比的人物」の役割・効果と，象徴的な表現を読み取る学習シート
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資料７　学習シート⑦　「読書レポート」の書き方と，「構成メモ」を作成するための学習シート

資料８　学習シート⑧　「読書レポート」を論理的にまとめる学習シート
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味）の読解。学習シートに取り組む中で、与一のはじめ
（設定）とおわり（行動の結果），行動の内容を簡単に
まとめられるよう作成。教科書では与一が選ばれた理
由や身なり・格好等が省かれているため，資料シート
（略）を補助教材として配布。生徒達は与一の若さや 
義経が激怒する姿に驚きながら，興味深く学習を進め
ていた。その後，与一の行動の意味（理由）と立場を
考えさせ２場面の与一が多くの神々に祈りを捧げる意
味，５場面の舞を舞う平家を射殺すこと等から，与一
の「死」と向き合う極限の状態（立場）を解釈させた。
③「対比的人物」の役割・効果，優れた表現の理解
　学習シート⑥（資料６）では，「対比的人物の設定と
役割」と「優れた描写・象徴的イメージ」を読み取ら
せた。「年五十ばかりなる男」「源義経」「平家・源氏
の武将達」を会話や行動描写等から読み取らせた。特
に，６場面が与一の行動に対する武士達の「評価」で
あることを理解させると，生徒達はそれぞれの武士達
の気持ちを「自分の考え・解釈」として楽しそうにま
とめ，「扇」に込められた象徴性も読み取れた。
　「扇が空に舞い上がり海へ散り落ちる様子は，平家
の一生を意味している」「扇が波の上で浮きつ沈みつ
しているところは『平家滅亡』を暗示」という解釈か
ら，「白は源氏，赤は平家のシンボルカラーで，扇が波
にのまれる様子は源氏が平家の上に立つことを意味し
ている」等，知的で楽しい交流学習となった。
３．発展的学習【活用型学習１】（２時間）
　―「読書レポート」を論理的にまとめる学習―
　記録や小説の「読み方」を生かし生徒の立場・関心，
課題意識等から「好きな（印象的な）場面・人物・表
現」を選ばせ，「自分の考え・解釈」を「読書レポー
ト」として論理的にまとめさせた。学習の見通しを持
たせるためモデル原稿（略）を配布し読み聞かせた。
モデル原稿は教師が作成し，論理的な文章構成（はじ
め・なか・まとめ・むすび）・具体例の示し方・書き出
しの方法等，生徒全員がイメージできるもの。具体例
も生徒が嫌悪感を抱く「源義経」を選び，「優れたリー
ダー」としての肯定的な一面を示すことで新たな解釈
の視点の獲得ができるように工夫した。
　その後，学習シート⑦（資料７）を配布，生徒に読
んだ内容と考えを「構想メモ」にまとめさせた。そし
て，学習シート⑧（資料８）に「読書レポート」をまと
めさせた。モデル原稿や学習シート⑦で書き方を学ん
だため，生徒はスムーズにレポートをまとめていた。
４．発信・交流学習【活用型学習２】（1.5時間）
　―互いの意見を伝え（学び）深め合うモデル学習―
　発信・交流学習では，学習シート⑨（略）を配布，
「話す・聞く」の評価基準を示し，説明技術（言語技
術）の基礎・基本や「上手なところ」（説明技術，具体
例の選択・構成のレベル等），「改善するともっとよく
なるところ」（質疑応答，課題の明確化等），「一言感

想」等を伝え深め合った。「よさ」でつながる実感（友
達の新たな一面・視点の獲得等）も指導した。
５．評価・一般化学習（0.5時間）
　―学習の「振り返り」から新たな課題発見へ―
　振り返りシート（略）を配布。①「習得・活用型学
習」での到達目標（評価基準）が自己評価でき，②「わ
かったこと」（古典学習の楽しさや大切さ，学び方等）
や「考えたこと」（今後の学習や日常生活等に活かす視
点等）が記述できるよう作成。振り返りを行うことで
「学びの到達度」（到達目標）の確認や新たな課題・疑
問の発見等，探究型学力（国語科から他教科への活用，
読書力へ等）につながる学習のメタ認知能力（自己学
習･評価能力）を育成する。
　「一年の時に古文をやった時は難しくてよくわから
なかったけど意外に面白くもっと知りたくなった」「僕
は古典が苦手だけど，わかりやすく教えてくれて少し
好きになった」「自分の好きな場面で読書レポートが書
けたのでおもしろかった。書き方も学べたのでよかっ
た」／「古文は最初は意味がわからなくて自分から読
もうと思わなかったけど，短い文に含まれるたくさん
の意味がすごくおもしろいと分かった」「『平家物語』
には，昔の人が今の人に伝えたい人間の強さ等のメッ
セージがこめられている。全巻を見てみたい」／「与
一のように，テストや部活の試合等の状況でも負けな
いように強い精神を持てるようになりたい」「私はこれ
まで努力という事が嫌いでした。でも，『平家物語』を
読んで何かが変わったような気がしました」／「昔の
日本人の価値観を知ることで，より世界を広げて周り
を見られるようになりました」等の意見が出された。

六　実践の考察―「活用力」の育成を授業の軸に―
１．「生き方・判断力を鍛える」評価観６項目
　本実践研究の目的は，『平家物語』を読み解き（習
得），自分の関心と立場から論理的に情報を再構成し
（「読書レポート」の作成と「習得・活用」），生活経験
や自己の状況と結びつけて批評する学力と言語技術を
育てることである。生徒の生き方・判断力（表現力）
の評価の観点は，以下6項目から見とり，支援し深め
ることができる。読書レポートの報告・交流を通して，
友達の発見や考えの特色，多様なテキスト解釈・批評
の視点，古典と現代・自己を結びつける方法を身につ
けさせることができる。
（1）古典を学ぶことの楽しさ・追究意欲レベル
　古典の中に息づく今に生きる人間性や生き方の輝き，
語りや描写力，美意識や生と死，悲しみと喜び等を生
徒各自の「課題意識」「生き方」とつなげ考えられる。
（2）古文の学び方（習得・活用）の理解から
　「扇の的」モデル学習を理解し『平家物語』の読み方
（習得・活用・探究），自分の立場からの解釈・考察・
批評等を，定着・発展させることができているか。
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（3）語りと描写の考察―平家の生き方・文体理解―
　描写・語りの精粗の区別，法師による語りの持つ臨
場感，立体的な自然描写（光，動き，色彩，変化等），
中心人物の変化と対比的人物群の役割，会話・行動等
の心理描写の技術と効果，扇・弓等の象徴的な意味や
効果，語り手によるエピソードの考察と意味づけ等。
（4）選択した人物と生き方
　平家・源氏のどちら側のだれを，どのような理由で
選んでいるのか。それぞれの人物の「生き方」や「立
場・価値観」のどこに関心を持ち述べているか等。
（5）自己の生き方・生活経験と結びつけた考察
　古典を自己の生き方，現代の社会状況等と結びつけ
て解釈・判断・評価しているか。友人関係・家族・部
活・既習の各教科と結びつけてまとめているか。
（6）�その生徒らしい表現力（着眼点・説明力，要約・

キーワード）―「自分の考え」を論理的に―
　（1）～（5）と重なるところで，評価ではレベルを考
える必要がある。①既習内容の要約・キーワード化。
②語彙力・説明力・表現力。③だれの，どこに，どの
場面や行動に着目しているか。④論理的な読書レポー
ト構成の意味を理解し，まとめているか等。これらに
生徒個々の関心やこだわり，判断の傾向，生活経験，
発想，学習意欲等の特色があらわれる。
２．段階的な指導過程の有効性―｢習得｣から｢活用｣へ―
　生徒達の立場や関心等から読書レポートを論理的に
書くことを「活用型学習」に位置づけることで，「習得」
の段階で身につけさせるべき「基礎・基本の学力」の
到達度が明らかとなる。結果的に，約9割の生徒達が
「習得」で身につけたことを生かして「自分の考え・解
釈」として「活用」させることができた。
　習得から活用（探究）までの指導過程の明確化は，
「何が，どの段階で，どう身についたか」という評価観
を明らかにし，全ての生徒達に他教科や読書活動等に
も生きる言語力，自己の状況等と結びつけ批評する学
力（自己の生き方・判断力）を鍛えることができる。
３．学習シート開発と活かし方―｢学力保証｣のために―
　限られた時間時数の中で全員の生徒達に「学力保証」
することは公教育における結果責任である。学習シー
トは単なる穴埋め形式ではなく，「何を，どのように学
べばいいか」という到達目標を明確に，指導事項を整
理し，目に見える形で示す必要がある。指導事項を明
確にした学習シート開発・活用により，短時間で文章
を読み解く技術，「自分の考え・解釈」をまとめさせ，
意欲的に学習に取り組ませることができる。

七　おわりに
　本稿では，新学習指導要領に対応した新しい国語科
古典（古文）教材指導を，中学二年の古典教材の学習
シートと授業モデルを例に実践的に提案した。特に，
21世紀を生きる子ども達に「生き方・判断力」（生活

経験や自己と結びつけ批評する学力）を鍛える立場か
ら，古典教材を一つの「情報モデル」として捉える指
導方法・評価観の提案，「テキスト形式（表現形式）」
の特質を生かすという新たな発想から古典教材の「学
び方・評価」の言語技術を提案，到達目標を明確にし
た指導過程（習得から活用・探究へのステップ）の開
発・実践，検証等が，今日的な実践課題にリンクした
問題提起であると考えている。

〈付　　記〉
　本稿は，愛知教育大学大学院教育実践研究科（教職大学院）平

成23年度修了報告書「『活用型学力』を育てる国語科授業・評価

開発（中学校）―伝統的な言語文化・確かな習得学習を中心に

―」（平成24年2月提出，指導教官　佐藤洋一・白井正康）の一

部を大幅に加筆・修正したものである。

　なお，紙面の制約上，開発した学習シートや生徒達が作成し

たスピーチ原稿，学習シートの細部に関する詳細と考察等は省

略したことをお断りする。
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2012年3月）等

５　有田弘樹「『活用型学力』を育てる国語科授業・評価開発

（中学校）」『愛知教育大学教育実践研究科（教職大学院）修

了報告論集　第３輯』（2012年3月），同「これからの新人教

員に求められる『実践的な指導力』」『平成23年度日本教育

大学協会研究集会・発表紀要』（2011年10月）

� （2012年9月4日受理）


